
 

■ 2023 年度自動車工学関連講座（中堅技術者向け Webセミナー） 

   第３回「トヨタ生産方式基礎講座（中級編:標準作業）」（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、会員企業の皆様からご要望の多い中堅社員向け社内教育と

して、汎用的なテーマを取り上げ、中堅技術者向け Webセミナーとして開催しています。 

本年度も自動車工学関連講座の一環として、多くの社員の皆さんが自社内で受講できる機会

を企業力アップにご活用していただくため、カイゼンベース社を講師に、昨年度から内容も見

直し、６回連続の Webセミナーとして順次実施しています。 

今回は、その第３回目として「トヨタ生産方式基礎講座（中級編：標準作業）」を開催しま

した。 

 

■日 時 ： 令和５年７月１９日（水）13 時 30分～15時 30分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ４３社/２７９名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次世代自動車センター浜松 活動レポート Vol.193 

 
中級編：標準作業 



 

 

 

【参加者の声】 

 

・モノづくりの基礎、標準作業について基本的な考え方を理解した上での応用編を聴講し、

現場作業の改善と生産技術としての工程設計について非常に興味が深まった。 

・標準作業について、タイプ毎の対象工程やポイントがそれぞれの違いや方法をわかりやす

く説明していて、参考になった。 

・標準作業の設定にあたり、時間設定を考慮することで自然と改善につながるという流れを

勉強できた。また、文字のみではなくグラフなどで可視化することによる見易さなどを勉

強できた。 

・標準作業の概要や目的について、改めて理解することができた。これまでは、手順に従っ

て作業することが目的だと思っていたが、標準を作ることで無駄を抽出し改善することが

できることを学び、今後の業務においても意識しながら取り組んでいきたい。 

・効率の良いライン編成を組むために標準作業だと学んだ。ツールを活用し、改善して行き

たい。 

・作業内容を工程管理表で見える化した内容は、どの作業にも使用でき、問題がある作業を

把握することができると感じた。 

・作業時間を短縮させるためのムダの見つけ方など、機械と作業を連動させている時の時間

の短縮など改善方法が参考になった。 

・標準作業組み合わせ票を活用して改善するポイントを抽出するやり方が参考になった｡ 

・トヨタ生産方式をそのままマネするのではなく、内容と目的を理解し、自社に合った方法・ 

ルールを定めて活用していくことが重要であることを学んだ。標準３票、山積表、要素作

業票等初めて聞く用語を学べて参考になった。 

・これまでの経験と照らし合わせて、工程能力表や標準作業組み合わせ票を活用した改善は

役立つと感じた。また、ロボットのムダ作業の話は、良いヒントになると感じた。 

・人を中心としたタクトの考え方など、これまで思っていた内容とは違った考え方を知るこ

とができた。一度、社内の作業を分析してカイゼンに繋げていきたいと思った。 

・標準を決めることで異常を察知しやすくなること、標準作業がタクトタイム、作業順序、

標準手持ち等で構成されていることを知ることができ、参考になった。プレス溶接の新規

部品の標準を定めるときにより深く理解したい。 

・標準作業といっても、現状の姿を落とし込んだものではなく、それに対して標準３票など

を用いて効率、作業性、タクトなどを改善検討して初めて「標準作業」と呼べることが分

かった。 

・製造や運搬などの自動化というワードが多くなってきた現在だが、ロボットの使い用途を

再認識することができた。安定した品質や連続稼働を必要とするところにロボットを使う

べきで、それ以外はムダであること、設備の機構部も最小限のコストと労力で設計するこ

とが必要と思った。 

・標準作業を構築することで統一された作業に変わり、バラツキがなくなる。無駄をなくし、

またそこから改善していくことが出来る点が参考になると思った。 

・効率の良い標準作業をするためにロボットをただ導入するのではなく、チャート等を活用

し現場に合わせた運用をする必要性が参考になった。 

・標準作業組み合わせ票より図解（チャート）によって可視化し、継続的改善（PDCA）を進め

て行く重要性が理解できた。またその反面、時間短縮だけに捉われ安全や品質が疎かにな

らないよう注意も必要と感じた。 

 

 

 


